
N2O分解触媒に関する研究 

1. はじめに 

一酸化二窒素(N2O)は二酸化炭素(CO2)の約

300倍の温室効果ガスであり 1)、N2O 排出量は

2050年までに約 2倍になると想定されている

2)。N2O の排出起源は主に工業分野・農用地・

自然界などであり、工業分野の燃焼炉からの

排出は局所的で高濃度である。これを防ぐた

め N2O を N2と O2に触媒分解することは、排

出量を削減するための技術のひとつである。

これまで担持金属酸化物、貴金属、貴金属酸

化 物 、 複 合 酸 化 物 (perovskites, spinels, 

hexaaluminates など)が、N2O 分解触媒として

研究されている 2)。担持触媒の場合、N2O 分解

活性は Ru、Rh、Ir > Pd > Cu > Fe > Pt > Ni > 

Mnの順であることが報告されており、spinels, 

hexaaluminates も高活性な触媒であることが

報告されている 2)。ここでは、N2O 分解触媒の

最近の国内外の研究動向について紹介する。 

 

2．国内外の動向 

 Jingらは 3)、RhOx/Ag/Al2O3 (Rh = 1 wt% お

よび Ag = 3 wt%)触媒を開発し N2O分解性能

は、RhOx/ZrO2 (Rh = 5 wt%)よりも優れている

ことを明らかにした。N2O の触媒分解に対す

る RhOx/Ag/Al2O3中の Ag の影響を調べると、

Ag の添加が Rh 酸化物の熱還元の活性化エネ

ルギーを減少させた。加えて、N2O 分解中の

ガス状 O2 の脱着を促進し、担持された RhOx 

種の表面上の酸素空孔の存在量を増加させる

ことを明らかにした。 

Wangらは 4)、Fe置換 hexaaluminates 担持 Ir

触媒を合成し、高い N2O分解触媒活性と、サ

イクル反応の安定性を証明した。Fe 置換は格

子酸素移動度を向上させ、Ir 種の酸素空孔の

形成を促進することを明らかにした。さらに、

酸素欠損の形成により、本触媒の Ir0割合を高

くした。 

また Kangらは 5)、多様な微多孔構造をもつ

Co/ゼオライトを調製し、N2O 触媒分解に適用

した。NO2 の副生についても調べており、

Co/Beta は Co/ZSM-23 の約 1/10 まで抑えるこ

とに成功した。 

 

3．今後の展開 

本稿では工業分野から排出される N2O対応

の一部として分解触媒技術を紹介したが、農

用地や自然界からも N2Oが排出されているた

め、今後それらに対応する排出抑制技術と連

携した地球温暖化対策が必要になる。加えて、

燃料アンモニア燃焼の N2O排出対策も必要に

なると考えられる。 
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